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●はじめに～ 

 

只今ご紹介にあずかりました東京海洋大学の学長を拝命しております岡本信明と申します。生まれは

名古屋です。東京海洋大学はちょうど 10年前に東京商船大学と東京水産大学が一緒になって、従来の海

事と水産に加えて海洋のところも将来を見据えてテリトリーとし、人材育成をしていこうということで

統合した大学であります。東京水産大学には水産専攻科、東京商船大学には乗船実習科という船員養成

施設がありました。東京海洋大学は両施設を継承しています。乗船実習科は商船をターゲットにし、目

的地から目的地にできるだけ無駄のないように、そして安全にという船の運び方を学びます。もう一方

の水産専攻科では、大型漁船の漁船員を養成するという歴史から、トロール船とか、巻き網船とかの船

員を想定した船の運び方を学びます。漁業の特質としてどこに魚がいるかは分からないので、ここら辺

にいるだろうということでまず港を出ます。そして網を入れながら最適の場所を探し、転覆を避けなが

ら魚をいかに沢山獲るかという技術を教える。だからまっすぐ走って行くという技術ではないんですね。 

現在その両方の要素がいろいろなところで必要になってきているのではないでしょうか。先程、村山

市長さんの方から、直江津沖のメタンハイドレードのお話がありました。あれは10年前だと思いますが、

直江津沖にメタンハイドレードを発見したのは東京海洋大学の海鷹丸なんです。メタンハイドレードを

発見したという連絡があって、すぐに海鷹丸を函館に入れろと指示。函館で記者会見をやって、「日本海

側で初めてメタンハイドレードを発見した」ということを東京大学の研究グループと東京海洋大学の研

究グループの共同研究成果として報告しました。それを発見していくときも魚群探知機を使っているん

ですね。魚群探知機を使って海の中からメタンハイドレードが気化しているところを見つけていって、

そして場所を特定していくというようなことをやりました。今もこの方法は広範囲なところでのメタン

ハイドレード探しに使われていると思います。そういう意味ではこの直江津沖というのは、東京海洋大

学にとって縁のあるところだと思っております。その場所は専門家の間で「海鷹海脚」として使われて

おります。 
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●金魚博士への道のり 

～サッカー少年から金魚博士へ～ 

 

私が今日お話しする「金魚のはなし」ということになるんですが、金魚を小さいときから飼っていた

ことは間違いないんですが、その頃にはまさか自分が東京水産大学に行って金魚のことをやろうという

ふうには思っていませんでした。高校の３年生までは体育の先生になるんだと決めておりました。今で

はサッカーというのはメジャーなスポーツですが、40 数年前にはサッカーは蹴球とも言っていまして、

まだサッカーという名称が馴染んでなくて、大半は野球をやり、という中でサッカーをやっておりまし

た。体育系大学の先輩から「お前、ちょっと来ないか」と言われていましたので、その気になっており

ました。高校３年生の 10月に三者面談というのがあって、よく覚えているんですが、母親と私と担任の

先生が会いまして、担任の先生が「あなたは引っ張られているんだから体育の学校に行きなさい」とい

うふうに言われて、その後に「体育の先生も数学の先生も給料は一緒だから」と言われたんです。その

仰った先生は数学の先生なんですよ。明らかに体育の先生に対するなんとなくやっかみみたいなものが

あって「あんなことをやっておってお金を貰えるんなら私はどうなっちゃうのよ」というような感じが

伝わってきたんです。 

それでその言葉を聞くまでは、体育系大学に行こうと決めていたので勉強していないんです。「ゴロの

シュートと蹴あがりをやってくれれば大丈夫だ、あとはいいから」と先輩から言われていましたので、

真に受けていました。ですから受験勉強というのはしていなかったんです。先生は公務員ですから体育

の先生も数学の先生もみんな給料は一緒ですということを言われただけなんですけども、何故かカチン

とくるものがあって。小さいときから魚を飼うのは好きでしたから、東京水産大学の名前は知っていま

した。「東京水産大学を受けます」と言ったら、「受かりません」と即座に言われて、もうショックは大

きく、それで本当に生まれて初めて手が痛くなる位勉強しました。そして運よく受かり、「日本一の金魚

を作ってやるぞ」と思って、東京水産大学に入りました。入学して寮に入り、いきなりベランダに池を

作ったら「お前は寮を私物化するつもりか、撤去しろ」と言われて、撤去する羽目に。しかし何とかし

ていかなくちゃということで、ベニヤ板を敷いてその上に池を作ればすぐ撤去できるようになるので、
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何とかこれで許してもらうという作戦に出ました。何とか許しを得て実際に金魚を飼い始めました。 

 

～挫折からの成功～ 

 

ところがこれが浅はかで、夏休みに実習があるということをあまりよく理解していなかったんです。

夏休みに実習があるから金魚の世話ができなくなって干上がっちゃうわけです。それで折角飼い始めた

金魚を止めざるを得なくなり、先程お話があったようなことで、魚の病気の方の研究をしました。小幡

会長が講師紹介の際にもちょっとヒラメの話をして下さいましたけれど、ヒラメの養殖、これは事実な

のでちょっと自慢できるんですが、養殖ヒラメの日本の３分の１の 30％は私の特許で作っています。病

気にならないヒラメです。鰭の一部を少し切り取ってＤＮＡ（遺伝子）を調べると、特定の病気に対し

て、この魚は病気になり易いかなり難いかが分かるというものを見つけて、それを使って親を選んで生

産していくというやり方で特許を取っています。ただ、さっき仰って下さいましたが、それまでにもの

すごく国のお金を使って研究していますので、特許の実施許諾については、恩返しの気持ちを忘れない

ように心掛けています。 

 

～成功へのきっかけ～ 

 

特許を使ってもらうのは、どこでもいいというわけではなくて、開発中のものがものになるかならな

いか分からないときに協力して下さった御恩は大切にしています。養魚場にお願いして、実用試験、医

学分野で言うところの臨床試験をやってもらわなきゃならないわけです。失敗したらお前どうするつも

りだと、実用試験はなかなかやってもらえないんですよ。でもそのときに「分かった、やってやる」と

言って下さった人の有難さというのは、私はずっと忘れないんです。こういうことは、すごく大事だと

思っています。物ありき、お金ありきではなくて、それを作っていく人をどう育てていくのかという部

分、私を信じ託して下さった先輩達に対して恩返ししていかなくちゃと思うし、それが日本の心だし、

契約書ありきの世界だけでは、日本は日本じゃなくなってしまうと思っています。 
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 ●金魚のはなし 

 ～私たちにとって一番身近な金魚とは～ 

 

前置きが長くなりましたが「金魚のはなし」

に入りたいと思います。「金魚大研究」なんて

スライドに示しましたけれど、金魚で一番身

近なのは金魚すくい。ただ金魚すくいのとき

の金魚、実はものすごいストレスにかかって

いるんです。金魚にとって一番のストレスは

空気中に出されることです。金魚をタモです

くって空気中に出されるということは、人間

でいうところの窒息状態になるんです。酸素がとれませんから。恐怖を強く感じると、血管もつまって

ヒレの先の方はボロボロになってきます。それから脳の血管なんかが切れたりしているのでしょうか、

フラフラしながら生きてはいるけれども、なかなか正常な状態でエサを取ったりすることができないよ

うな状態にもなるんです。金魚すくいの金魚はものすごく追い回されますね。持ち帰ってすぐに死んで

しまうというのは、このような状態になっているからです。ストレスによってコルチゾールがすごく上

がっていて、血糖値が上がっていて、白血球が極端に少なくなっている状態です。その状態で家に持ち

帰った金魚は、怖くてしょうがないからじっとしている。動かないから箸で突き回されて、「おい動け、

動け」と言われて、一層、ストレス状態を悪化させる。金魚すくいの金魚が死にやすいのは、人の無理

解の性でもあります。そんな金魚すくいの金魚でも生かす方法もあります。夏は終わっちゃいましたけ

れど、後に述べる「金魚を飼ってみよう」を実践して頂ければと思います。 

 

～金魚の種類～ 
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これは『ワキン』で、日本には一番最初に入ってきた金魚です。約 500 年前の室町の末期に金魚は中

国から入ってきたと言われています。次は『リュウキン』というタイプで背の部分がギュッとせりあが

っているものが格好が良いと言われていますけれど、この形から分かるように、転覆しやすいです。こ

れから冬場にかけて、転覆しやすくなります。浮き袋を目いっぱい上に持ち上げてお腹を大きくしてい

ますので、バランスが取りにくく、転覆をしやすいのです。これは金魚の王様とか最高級金魚と言われ

る『ランチュウ』です。私が小さいとき、いつかこの金魚を飼ってみたいと憧れたものです。毎日毎日、

雨の日も風の日も、師匠のところに立ち寄って選別している姿を見たりしました。金魚の状態とか金魚

の性質、金魚の遺伝がどうであるかとか、そういうことを加味して、どういう状態の水でどういう水の

深さでどういうエサを与えていくのかというようなことを考えて、日本一の『ランチュウ』に育ててい

くというようなことを学びました。ですから、そういうことを考えず、ただ飼っているだけでは、スラ

イドで示しているような立派な『ランチュウ』になっていきません。「原石はいいけど磨かないと輝かな

い」というのは、金魚も同じです。 

それからこれは『クロデメキン』という種類で、この『クロデメキン』の黒は質の高い真黒で、普通

の茶色掛かった黒とは違っていて、色素の中に赤の色素が強く入っています。赤が入っているのでビロ

ードの黒になるんですけれど、逆にメラニンの黒が抜けると赤が残ってこの『クロデメキン』は『アカ

デメキン』に変わっちゃったということがよくあります。病気でしょうかとの質問を受けるのですが、

そうじゃなく元々そういう性質を持っているのです。次は『チョウテンガン』です。目が真上に向いて、

こういう金魚を作り出すという発想は日本人には浮かびません。日本人は今あるものをより良くしてい

くということについてはすごく優れていると思うんですが、『チョウテンガン』のように今まで思ったこ

ともないようなものを、これに価値があるというふうに大事にして育てていくなんていうような文化は

あまりないんじゃないでしょうか。ですから金魚の場合、ほとんど全ての金魚の品種は中国で作られて

います。ここにお示しするのは『スイホウガン』と言いますが、目の瞼の下のところにリンパ液が溜ま

ってこうなるんですね。この金魚も中国で作られた金魚です。 

  

 ～金魚のはじまり～ 
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金魚の始まりはフナと言われています。ヒ

ブナと言われていますが、後ほどお話ししま

すが、今日本で普段目にする金魚は、日本で

作出されたものではありません。唯一『シュ

ブンキン』という金魚だけが、中国から輸入

されてきた金魚と日本のフナとの交配によっ

て作出されたものということになります。他

の品種は全て中国から。なぜ分かるかという

と、中国のフナと日本のフナは形は似ていますが、遺伝子では違うんですね。ですから中国のフナの遺

伝子なのか、日本のフナの遺伝子なのかは分かります。色や形が違っていても、それらは中国で作出さ

れた金魚です。金魚の作出系統図をスライドに示しました。中国のフナを起源としています。今から約

1700年位前に古文献に出てくる赤いフナがそれだと言われています。 

  

 ～金魚の水温感知能力～ 

 

多くの魚は 0.03度を感知できると言われています。我々は 1度の違いが分からないです。お風呂のお

湯が 42 度と 41度で分かる人は少ないんです。大体その程度の感度しか持っていません。しかし魚は大

体どの魚も 0.03 度とか 0.05 度位の水温が分かります。例えば今ここの温度が 0.01 度で、ちょっと動

いたら 0.02度だったりすると、このちょっと動く間に、水の温度の変化を感知するので、こっちに行く

と温かくなるんだというのが分かるわけです。我々が歩いていくときに目測してここに廊下があって、

こうなっているから向こうに行くという、それを水の中で水温を使ってやっているという感じですね。

そういう能力を持っています。 

 

～金魚を飼ってみよう①：水道水を使うには？～ 
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金魚は水温に敏感ですから、家に連れてきたときと同じ水温の水に移してあげるということは非常に

重要です。「金魚の水換えには汲み置きの水を使いなさい」は昔から言われていることです。これなら水

道水に含まれる塩素も抜けていますし、水温もまわりの水と同じですので金魚も安心です。それから、

水道水を直接使ってもらって結構ですけども、浄水器を通して使って頂く、あるいは扱んだ水道水の中

でビタミンＣ飴を２、３回クルクルっとしごいてもらえれば、塩素は中和されて無害となりますので、

覚えておくと役立つと思います。それもなかったらティッシュを水の中でグルグル回してもらって、塩

素をティッシュへの攻撃に向けさせて塩素の量を減らすという手もあります。なぜ水道水を直接使うと

金魚が死ぬかと言えば、水道水に含まれる塩素がエラ細胞を破壊するので、呼吸ができなくなるからで

す。 

  

 ～金魚を飼ってみよう②：金魚が病気になったら～ 

 

金魚を新しく家に連れてきたときや、元気がない時などに使う万能薬が、0.5％食塩水です。というの

は、金魚は自分の体に常に外側から真水が入ってきている状態で生きています。体内にどんどん入って

きた余分な真水をどんどん体外に出しているんです。体内から体外に水を汲み出すのに、エネルギーを

すごく使っていますので、ストレス状態や病気になったりしたときには、水を汲み出すのに使っている

エネルギーを体調回復や病気との戦いのために使えるように、飼育水を真水ではなくて 0.5％食塩水にし

てあげると、金魚にとっては救いの神になるのです。ただし、これをずっとやっていると体が怠けてし

まいます。生き物は、怠けると本当にピンチのときに力を発揮できません。ですからいつも訓練をして

いないと生き物は駄目なんですね。ですから、体調が回復したり病気が治ったら真水に戻してやって、

エネルギーを使って水を扱み出すという訓練をしないと。体調不良や病気のときだけ助けてやる。人間

で言えば、病院で点滴を打って静養しているのと似たようなものであります。生き物というのはそうい

うものです。我々は常に訓練をしていないといざというときには働かないものです。 

  

 ～金魚を飼ってみよう③：水換えの重要性～ 
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このスライドはどれぐらい金魚が長生きす

るかということを調べたものですが、15年以

上生きたというのが 90尾、10年以上 15年未

満が 185尾、逆に１週間未満に死んだという

のが 970尾、１週間以上１年未満が 1,300尾

位です。やっぱり金魚は早く死んでしまうと

いう人が多い。それから、飼育初期の死亡を

乗り越えて、比較的長期間生きた後に死んで

いるという人には、実は水換えをやらなかった人が多いのです。水槽にエアーブクブクを入れるように

なり、そしてろ過装置が使われるようになりました。 

これらは昭和 30 年代の半ば、今から 50 年位前に登場したもので、何をやっているかというと、表現

は適切ではないかもしれませんが、飼育の手抜きをやっているんです。いかに水を換えなくても長く飼

えるかということをやっているのです。一度セットしたら水をできるだけ長く換えなくてもいいように。

水換えをしなくても良いとなれば器を大きくできる。水槽を 60 センチの水槽とか、90 センチの水槽と

いうふうに大きくできる。毎日のように水を換えなさいとなったらとてもじゃないけれど大きな水槽で

はできない。金魚の普及は、実は手抜きをする道具の開発と深い関係があるのですが、それを過信する

あまり水換えが必要ないと思ったところに落し穴があったのです。水は澄んでいても、pH が下がってき

てアシドーシスという病気になってくるんですね。体調不良になってきます。そうするとエサも食べな

くなってくるし、パラパラと死ぬようになり、生きていても痩せてきます。それは明らかに水を換えて

ないんですね。いくらろ過装置を付けようと、金魚の老廃物であるアンモニアやフンの分解産物である

硝酸は水槽内に蓄積されてきます。硝酸を水中から除くためには嫌気性の状態にしないといけないので

すが、これはできないんです。アンモニアは毒性があるからそれを毒の弱い亜硝酸、そして硝酸へとバ

クテリアは分解するのですが、硝酸も量的にたくさん溜まると毒なんですね。そうすると今お話したよ

うなことになるということです。 
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 ～金魚のルーツを探る：金魚の祖先は中国産のフナ「鯽」～ 

 

金魚のルーツを探るということで、お話します。金魚のルーツがどこかというと、中国のフナだとは

言われているのですが、じゃあ中国のどんなフナなんだというのについては、分かっていませんでした。   

中国には複数の種類のフナがいます。そのフナのうちのどれかを遺伝子を検査することによって確か

めてやろうじゃないかということになりました。浙江省、揚子江の流域で赤いフナが生まれたというこ

とは古文書に書かれております。それで日本と中国からフナを採取して、日本と中国の金魚16品種、45

個体と、中国各地から集めた337個体のフナを検査してみました。そうしたところ、先程お話した『シュ

ブンキン』を除いて、日本の金魚と中国の金魚は国と品種を越えて同一で、調べた遺伝子は全く変わら

ないんですね。ということは、中国の金魚も日本の金魚も由来は同じだと。中国には鯽（ジィ）という

フナがいます。これは６～７千万年位前にフナに分岐したと考えられています。６～７千万年の間には

鯽（ジィ）の中には遺伝的変異が生じます。同じ形をしていても、遺伝子を調べると違っているものが

いるわけです。しかし金魚は誕生してから1700年しか経っていませんので、その年月では生命にかかわ

るような遺伝子変異は起きにくいのです。そうすると野生の鯽（ジィ）の中に、金魚と全く同じ遺伝子

を持つ鯽（ジィ）がいれば、それは1700年前に金魚になった鯽（ジィ）の兄妹の子孫かもしれないと夢

を膨らますことができます。 

これを調べてみました。そうしたところ金

魚と全く同じ遺伝子配列を持つ鯽（ジィ）が

いて、鯽（ジィ）が金魚のルーツであるとい

うことを特定することができました。このス

ライドは先程話した『シュブンキン』につい

てです。日本のフナと三色デメキンの交配に

よって作出されたことが記録の上で分かって

いますが、『シュブンキン』からは確かに日

本のフナの遺伝子が見つかり、『シュブンキン』は日本のフナと金魚の交配によって作出されたことが

遺伝子のレベルでも確かめられました。 
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 ～テツギョのルーツを探る 

：テツギョの起源は金魚と日本産フナの交雑～ 

 

それから『テツギョ』という天然記念物の

魚がいます。『テツギョ』はフナから金魚に変

異していく過程の魚だという説と、金魚とフ

ナの交雑だという説がありました。金魚とフ

ナをかけ合わせると尾の長いフナができます

よという説と、フナのヒレが長くなったんで

すよという説。『テツギョ』は天然記念物です

ので、許可なく採捕することができません。

これについて調べるチャンスがあって調べてみました。 

『テツギョ』は宮城県の魚取（ゆとり）沼に生息する魚で、その魚を含めてその地域そのものが天然

記念物になっています。宮城県水産試験場が特別採捕した『テツギョ』を調べたら、金魚の遺伝子が入

っているということが分かりました。『テツギョ』は金魚とフナの交雑でヒレが長くなったんだと。今か

ら 80年近く前に松井佳一先生が実験的に確かめられたことが、自然界の魚取沼で起き、今に至っている

と結論づけられました。 

 

～リュウキンの尾開きには遺伝と水温が影響～ 

 

これからのお話はクローンの金魚を使って確かめられた尾開きについてです。『リュウキン』とか『ラ

ンチュウ』のような金魚は、三ツ尾とか四ツ尾といって、尾が開きます。尾の開き方も遺伝子によって

決まっているということを証明するのにクローンの金魚を作出し、しかもいくつものクローンの金魚の

系統を作るんですね。クローンの金魚を 100尾ずつ使って、異なるクローン系統間で調べていくと、あ
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るクローン系統では低い温度のときに尾が開く。他のクローン系統では高いときに開く。何が言いたい

かというと、尾が開いている『リュウキン』は値段が高く、尾がすぼんでいる『リュウキン』は値段が

安いので、生産者は尾の開いているものを作りたいわけです。ところが尾開きは遺伝と水温の影響で決

まることが分かっていなかったので、経験で去年はこの親は開いたのでといって、今年の水温を無視し

て昨年成績の良かった親から卵をとると今年の子どもはすぼんじゃったりするわけです。同じ親なのに。 

この親だったらふ化水温が高い方がいい、この親だったらふ化水温が低い方がいいということをきち

っと理解して生産していかないと、毎年、安定した尾開きの良好な金魚の生産はできません。この成果

はクローンの金魚を使ったから判ったことです。 

  

 ●おわりに～ 

 

最後になりますが、実は皆さん金魚を食べたことがあるかというと「いえ、冗談じゃないでしょ」と

こういうふうになるんですね。金魚を食べるということは日本人にとって思考外なわけですが、実は戦

時中には金魚を食糧にしていたことがあります。その名残が今もありまして、これは秋の味覚の小鮒の

甘露煮として名物になっているんですが、スライドで分かるようにフナの形と少し違うのにお気付きに

なると思います。丸い太鼓のような形になるんです。背が高い。骨も柔らかいんですよ。色はフナ色を

しています。この小鮒の作出については記録がありまして、ヒブナと呼ばれている赤いフナから黒いの

が生まれたので、それを親にして子孫を残し、その後にいろいろな交配を繰り返して今の形になったそ

うです。実際に小鮒の遺伝子を調べてみると、本州のフナとか、九州のフナ、四国のフナの遺伝子が入

っていて、いろいろなフナとの交配を繰り返したことがわかります。実はその中に中国のフナ、即ち金

魚の遺伝子も見つかるので、金魚も交配に使われたことがわかります。ひょっとすると皆さんも金魚を

知らぬ間に食べているかもしれない、ということを最後のお話として終わりたいと思います。 

 これは付録です。『どんぶり金魚の楽しみ方』という本を６月に出させて頂きました。こんな方法で金

魚が飼えるんだとか、金魚ってこんなに身近でペットになっちゃうんだとか、ネットなどでも話題にな

っていて、皆さん「どんぶり金魚」を飼って下さっているんです。どんな飼い方であろうと金魚を飼う

人が増えるのはとても嬉しいことです。小幡会長が言われていますように、母集団を大きくしていくと
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いうことはすごく大事なことで、いろいろな人に知っていただくことがまず第一。「金魚の話は海事だ」

と言いきる小幡会長の凄さというのは、母集団を広げていくという意味でとても大事であり、小幡会長

のお考えに共鳴しているところです。私の話が少しでも海事とつながるところがあれば幸せです。 
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